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祝
祭
日
は
国
旗
「日
の
丸
」
を
揚
げ
ま
し
ょ
う 

 

白
地
に
赤
く 

日
の
丸
そ
め
て 

あ
あ
美
し
い 

日
本
の
旗
は 

（
日
本
の
唱
歌
よ
り
） 

 

祝 

日

本

遺

産

追

加

認

定 

                            

（
弁
才
船
模
型
の
復
元
絵
図 

画 

藤
原
祐
寛
） 

 

     

昨
年
、
泉
佐
野
市
が
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち 

の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・
船 

主
集
落
～
」
の
広
域
日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ 

れ
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
当
社
が
所
蔵
す
る
奉
納
弁
才
船
（
木 

製
の
帆
掛
け
船
の
模
型
）
も
日
本
遺
産
の
文
化 

財
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
者
・
奉
納
年 

は
不
詳
で
す
が
、
実
物
の
十
分
の
一
模
型
で
、
全 

長
が
二
メ
ー
ト
ル
四
三
・
三
セ
ン
チ
。
実
船
に
換 

算
す
る
と
全
長
二
四
・
三
三
メ
ー
ト
ル
、
肩
幅
六 

メ
ー
ト
ル
の
規
模
に
な
り
ま
す
。 

北
前
船
の
寄
港
地
は
北
海
道
か
ら
広
島
県
ま 

で
の
四
十
八
の
市
町
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
大 

阪
府
で
は
大
阪
市
と
泉
佐
野
市
の
二
市
が
認
定 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

泉
佐
野
市
は
佐
野
浦
の
豪
商
食
野
家
・
唐
金 

家
が
有
名
で
す
が
、
浜
続
き
の
湊
浦
に
も
廻
船 

業
を
営
む
「
新
屋
」（
あ
た
ら
し
や
）
が
存
在
し 

ま
し
た
。 

当
社
に
お
参
り
頂
く
際
は
先
ず
石
造
の
鳥
居 

を
く
ぐ
り
ま
す
が
、
こ
の
鳥
居
は
明
治
十
二
年 

新
屋
（
吉
水
家
）
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

そ
し
て
手
水
舎
で
身
心
を
清
め
ま
す
が
、
こ
の 

      

手
水
鉢
も
天
保
十
二
年
に
里
井
忠
左
衛
門
と 

平
松
九
左
衛
門
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

里
井
家
・
平
松
家
と
も
に
湊
の
庄
屋
で
、
里
井
家 

が
「
新
屋
」
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
平
松
家
も 

「
平
九
」
の
屋
号
で
廻
船
業
を
営
み
ま
し
た
。 

そ
の
他
に
も
境
内
の
石
燈
籠
に
「
湊
浦
」
或
い 

は
「
浦
中
」
の
文
字
が
残
り
、
当
時
の
繁
栄
ぶ
り 

が
偲
ば
れ
ま
す
。 

湊
浦
の
起
源
は
、
慶
安
・
承
応
（
一
六
四
八
～ 

一
六
五
五
）
の
頃
、
長
滝
村
の
川
口
道
庵
が
当
地 

に
移
住
し
、
そ
の
子
川
口
休
和
が
八
反
帆
船
を 

造
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま 

す
が
詳
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
頃
に
は
「
湊
浦
」
の 

名
が
確
立
し
、
そ
の
後
南
は
九
州
平
戸
、
東
は
江 

戸
、
北
は
越
後
高
田
、
秋
田
ま
で
廻
船
活
動
を
行 

っ
て
お
り
、
空
船
で
目
的
地
に
出
向
い
て
米
や 

塩
鮪
を
買
い
付
け
た
り
、
地
元
で
買
い
付
け
た 

和
泉
国
米
や
干
鰯
を
売
っ
た
り
し
て
、
盛
ん
に 

交
易
を
行
っ
た
記
録
が
残
り
ま
す
。 

当
社
が
所
蔵
す
る
弁
才
船
は
傷
ん
だ
部
分
の 

修
理
を
行
い
、
欠
損
し
て
い
る
帆
も
再
現
し
て 

修
復
頂
く
予
定
で
す
。 



大
宮
稲
荷
神
社
新
社
殿
奉
納 

花 

社 

不 

二 

宮 

木

花

咲

耶

姫

命 

木花咲耶姫命御神影 画 藤原祐寛 

    

昨
年
十
二
月
に
大
宮
稲
荷
神
社
が
竣
工
し
ま 

し
た
。
そ
の
際
木
工
事
を
手
掛
け
て
頂
き
ま
し 

た
、
紀
州
宮
大
工
・
藤
井
勝
明
氏
が
こ
の
度
新
た 

に
大
型
の
新
社
殿
を
ご
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
。 

社
殿
の
桁
行
は
約
三
尺
（
約
九
十
セ
ン
チ
）
で
以 

前
の
社
殿
の
一
・
五
倍
の
大
き
さ
に
な
り
、
建
築 

様
式
は
同
じ
流
れ
造
り
で
屋
根
に
は
千
鳥
破
風 

を
頂
く
大
変
立
派
な
社
殿
で
す
。
藤
井
勝
明
大 

工
に
は
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

十
月
三
十
一
日
に
は
社
務
所
の
建
設
で
お
世 

話
に
な
り
ま
し
た
今
坂
工
務
店
の
ご
協
力
を
頂 

き
、
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て
基
壇
に
設
置
し
、 

当
日
夕
刻
神
社
総
代
会
参
列
の
も
と
拝
殿
内
の 

仮
殿
よ
り
御
神
体
を
お
遷
し
す
る
遷
座
祭
を
厳 

粛
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

          

大
宮
稲
荷
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
大
神
様
の
御
神 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

威
弥
高
く
お
鎮
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

り
に
な
り
ま
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で
是
非
ご
参
拝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
さ
い
。 

な
お
、
石
玉
垣 

の
ご
奉
納
も
引
き 

続
き
受
付
い
た
し 

て
お
り
ま
す
の
で
、 

ご
寄
進
賜
り
ま
す 

よ
う
宜
し
く
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    
 

 こ
の
度
の
大
宮
稲
荷
神
社
新
社
殿
奉
納
に
伴 

い
、
昨
年
竣
工
し
た
旧
社
殿
は
本
殿
西
側
の
藤 

棚
の
奥
に
新
た
に
基
壇
を
設
け
移
設
し
、
静
岡 

県
駿
東
郡
小
山
町
須
走
に
鎮
座
す
る
東
口
本
宮 

冨
士
浅
間
神
社
の
御
祭
神
・
木
花
咲
耶
姫
命
（
コ 

ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）
の
御
分
霊
を 

お
迎
え
し
ま
し
た
。 

十
一
月
二
十
六
日
に
浅
間
神
社
に
参
拝
、
分 

祀
祭
に
参
列
さ
せ
て
頂
き
、
御
神
体
を
当
社
ま 

で
奉
遷
し
、
翌
二
十
七
日
夕
刻
、
敬
神
婦
人
会
役 

員
参
列
の
も
と
鎮
座
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。 

新
た
な
神
社
の
社
名
は
「
花
社
・
不
二
宮
（
は 

な
し
ゃ
・
ふ
じ
の
み
や
）
」
で
す
。 

御
祭
神
・
木
花
咲
耶
姫
命
は
山
の
神
・
大
山
津 

見
神
（
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
）
の
御
子
で
、
天 

孫
（
天
照
大
御
神
の
御
孫
）
邇
邇
芸
命
（
ニ
ニ
ギ 

ノ
ミ
コ
ト
）
と
結
ば
れ
た
神
さ
ま
で
す
。
大
変
美 

し
い
神
さ
ま
で
、
山
の
神
の
性
質
を
受
け
継
ぐ 

木
の
花
の
神
で
、
花
の
神
・
美
の
神
、
と
し
て
信 

仰
を
集
め
ま
す
。 

          

東
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
の
石
橋
良
弘
宮
司 

の
前
職
は
大
阪
府
神
社
庁
で
す
。
庁
舎
は
私
が 

兼
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
大
阪
市
中
央
区 

本
町
鎮
座
・
坐
摩
神
社
の
境
内
に
ご
ざ
い
ま
す 

の
で
旧
知
の
仲
で
す
。
今
回
、
藤
井
大
工
と
の
ご 

縁
、
石
橋
宮
司
と
の
ご
縁
が
重
な
り
、
更
に
予
て 

か
ら
花
づ
く
り
で
神
社
の
振
興
に
取
り
組
む
思 

い
が
重
な
り
「
花
社
・
不
二
宮
」
の
建
立
の
運
び 

と
な
り
、
感
慨
深
く
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。 

東
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
へ
は
今
回
初
め
て 

参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
拝
殿
後
方
に
富 



御

朱

印

参

り
と

花

手

水 

正面鳥居・参道には杉木立が並ぶ 

神社付近から望む富士山 

楼 門 

大宮稲荷神社・花手水（月始めのみ） 

南海電鉄難波駅・北口改札横に設置された特大ポスター 

士
山
を
望
み
、
境
内
に
は
富
士
山
か
ら
の
豊
か 

な
水
が
流
れ
、
参
道
に
は
杉
木
立
が
生
い
茂
り
、 

大
変
立
派
な
神
社
で
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
素 

晴
ら
し
い
神
社
で
す
の
で
、
機
会
が
ご
ざ
い
ま 

し
た
ら
是
非
ご
参
拝
下
さ
い
。 

                        

近
年
氏
子
地
域
以
外
か
ら
の
ご
参
拝
が
増
加 

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
社
で
は
神
社
の
日
常
や 

神
事
の
際
、
そ
の
記
録
を
兼
ね
て
イ
ン
ス
タ
グ 

ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報 

発
信
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

お
つ
い
た
ち
参
り
に
お
分
か
ち
す
る
ポ
ン
菓 

子
の
イ
ラ
ス
ト
や
、
泉
州
産
の
神
饌
（
神
さ
ま
へ 

の
お
食
事
）
、
そ
し
て
大
宮
稲
荷
神
社
の
勾
玉
の 

水
盤
に
ビ
ー
玉
と
季
節
の
花
で
装
飾
し
た
花
手 

水
、
各
種
行
事
の
お
知
ら
せ
等
内
容
は
様
々
で 

す
が
、
定
期
的
に
投
稿
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
情 

報
が
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
水
茄
子 

の
土
鈴
「
成
就
な
す
」
が
全
国
誌
に
掲
載
さ
れ
た 

こ
と
も
有
り
ま
し
た
。 

                

          

お
見
掛
け
に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い 

ま
す
が
、
最
近
で
は
南
海
電
鉄
の
「
南
海
ロ
マ
ン 

ス
」
シ
リ
ー
ズ
「
秋
」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
難 

波
駅
北
口
改
札
に
は
縦
三
メ
ー
ト
ル
横
六
メ
ー 

ト
ル
の
特
大
ポ
ス
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
駅
構
内 

や
電
車
内
に
も
ポ
ス
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の 

ポ
ス
タ
ー
を
見
て
頂
き
多
く
の
方
々
が
お
参
り 

下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
々
は
決
ま
っ
て
御
朱 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

印
帳
を
片
手
に
お 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
り
頂
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
朱
印
ブ
ー
ム
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
っ
か
り
定
着
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
よ
う
に
感
じ
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
月
か
ら
は
通 

常
の
御
朱
印
に
加 

え
、
御
朱
印
帳
に 

貼
る
こ
と
の
で
き 

る
、
和
紙
の
裏
面 



安 

産 

戌 

の 

日 

ま 

い 

り 

神
道
家
の
ご
葬
儀
～
慰
霊
祭 

 

に
糊
が
施
さ
れ
た
書
置
き
の
御
朱
印
を
作
成
し 

ま
し
た
。
ま
も
な
く
お
正
月
で
す
が
、
宜
し
け
れ 

ば
初
詣
の
際
に
お
受
け
下
さ
い
。 

     

古
来
よ
り
日 

本
は
神
の
国
で 

す
。
大
自
然
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
々
を
崇
め
敬 

い
、
祖
先
を
尊 

ぶ
国
風
で
す
。 

大
陸
か
ら
仏
教 

が
伝
来
し
、
土 

着
の
神
道
と
習 

合
し
、
仏
教
の 

教
え
が
広
ま
り 

ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
寺
請
制
度
が
定 

ま
り
、
葬
儀
は
お
寺
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸 

時
代
の
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
掛
け
て
徐
々
に 

神
道
式
の
葬
儀
も
復
活
し
、
今
で
は
神
道
家
の 

場
合
は
神
道
式
の
ご
葬
儀
（
神
葬
祭
）
を
行
い 

ま
す
。 

当
社
で
は
神
道
式
の
ご
葬
儀
も
承
っ
て
お
り 

ま
す
。
ご
葬
儀
は
葬
儀
社
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー 

ル
で
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
仏
式
の 

四
十
九
日
に
当
た
る
五
十
日
祭
を
始
め
百
日
祭
、 

一
年
祭
、
二
年
祭
、
三
年
祭
等
、
故
人
の
御
霊
を 

お
慰
め
す
る
慰
霊
祭
（
年
祭
）
は
社
務
所
の
和
室 

を
斎
場
と
し
て
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
に
整
え
て 

お
り
ま
す
。
神
葬
祭
を
始
め
年
祭
等
に
つ
き
ま 

し
て
も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

 

   

当
社
の
主
祭
神
は
応
神
天
皇
（
八
幡
さ
ま
）
、 

そ
し
て
配
祭
神
に
は
母
君
の
神
功
皇
后
が
お
祀 

り
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
古
事
記
に
よ
る
と
約
一 

八
〇
〇
年
前
、
神
功
皇
后
は
朝
鮮
半
島
に
出
征 

し
た
際
、
お
腹
に
応
神
天
皇
を
身
ご
も
っ
て
お 

り
、
そ
の
時
に
石
を
帯
の
中
に
巻
き
付
け
、
帰 

還
後
に
無
事
お
産
み
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ 

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
功
皇
后
は
安
産 

の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
岩
田
帯
の
起
源
に
も 

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
産
祈
願
は
一 

般
的
に
妊
娠
五
ヶ
月
の
戌
の
日
に
お
祓
い
を
受 

け
、
岩
田
帯
を
着
帯
し
ま
す
。
戌
の
日
に
お
参 

り
す
る
の
は
犬
が
多
産
で
あ
り
、
安
産
で
あ
る 

こ
と
に
因
み
ま
す
。 

目
出
度
く
子
宝
に
恵
ま
れ
た
際
に
は
、
戌
の 

日
の
安
産
祈
願
に
お
参
り
下
さ
い
。
安
産
御
守
、 

岩
田
帯
と
共
に
、
普
段
で
も
簡
易
に
お
使
い
頂 

け
る
腹
巻
型
の
腹
帯
も
お
授
け
し
て
お
り
ま
す
。 

                         

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
公
式 

ペ
ー
ジ
に
フ
ォ
ロ
ー
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す 

  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご祈祷のご案内 
 

 

 

お宮参り ・ 安産祈願 ・ 七五三 

厄除け ・ 車のお祓い ・ 地鎮祭 
住宅入居のお祓い、各種お祓い 

神道家葬祭 ・ 霊祭、 神棚の 

相談等も受付致しております 
お電話にてお問合わせ下さい 
 

公式ホームページ開設 
http://www.nakami.org 


